
北海道　高畑悠子さん　初心者分科会
　北海道厚生連の鵡川分会で分会書記長をしてい
ます。私が管理栄養士として働くむかわ町鵡川厚
生病院は、胆振東部地震の震源地の直近にあり、
被害を受けました。震災時は、全国の県連の皆様
から多大なご支援を頂きました。分会を代表して、
心から感謝申し上げます。ありがとうございました。
　全厚労の集会には初参加でしたが、全国の仲間達と顔を合わせ、お
話ができたことが嬉しかったです。労働学校で一番印象深かったのは、
『模擬団交』です。初心者分科会の参加者とチームを組み、中堅役員分
科会チームの経営者にベアを要求しましたが、ベア要求の根拠を厳し
く追及され、勉強している人は違うなと感心する一方、全く太刀打ち
できず悔しい思いをしました。チーム内の作戦会議の時間がもっと欲
しかった。しっかり準備して、チームで協力してベアを勝ち取る体験
がしたかったです。
　近年、女性の社会進出が進み、当院でも育休などの制度を使って出
産後も働き続けられる環境が整う一方で、夜勤人員の不足等が課題と
なり、分会役員として注視していかなければならないと感じています。
当院のような地方の小さな病院にも、地域住民の健康を守る大切な役
割があります。社会全体で地域医療を守っていくような世の中であり
続けることを望みます。

富山　水持篤樹さん　初心者分科会
　今回初めて労働学校に参加して、一番印象に残ったのは模擬団交でした。いままで団交に出た
事がなかったので、こんな感じで団交を進めていくんだなと分かりました。団交を進めるにもま
ず何を要求するか、根拠を考えないとすすめられないと感じました。組合側グループでこういう
ことを要求しようと決めても、なぜ要求するのかふんわりしていたので、経営側グループからは
「データはあるのですか」「いまの現状ではそれはいらないのでは」など突っ込まれたり。職員の
意見や、データを根拠として提示できたら交渉も進めていきやすかったのかなと思いました。

　あとは、やはり知識がないと上手く交渉していけないと分かりました。昨日の初心者分科会での、権利テストでも
あまり良い点数は取れなかったので、今回学んだことを覚えておいたら、今後団交のときに役に立つと思いました。
職場に帰ってから今回のことを振り返って、同じ病院の人にも伝えていけたらと思います。

徳島　村上千佳さん　中堅役員分科会
　県の執行委員として団交に参加していますが、全
厚労の集会に参加するのは数年ぶりで、労働学校に
は来たことがなく、行ってみたいと思い参加しました。
　特別シンポジウムに参加して、個人的な意見では
人事考課自体を反対はしていませんが、徳島は評価
に対するフィードバックが無いのが現状です。私も
一度人事考課をあまり知らない時期に評価に対する
問い合わせをしましたが、ちゃんとしたフィードバックがありませんで
した。徳島は評価が不透明なので、北海道の給料表への評価判定の記載や、フィードバック面談の実施を聞けたので
今後要求していきたいと思います。今の徳島の制度は人を育てるという観点は感じられず、給料の増減だけの人事考
課になってしまっています。査定するのであれば、スキル・モチベーションアップにつながるよう有意義な運用を求
めていきたいと思います。
　中堅役員分科会の「組織化のための対話術」では、聞き役になることは意識すればできますが、相手を話の中で目
的に向かって誘導することが難しいと感じました。普段から相手の気持ちを引き出せる雰囲気作りも大切だと感じま
した。
　腰痛対策と労働安全衛生活動では、腰痛対策について、安静が必ずしも良くないと知って驚きました。スライディ
ングシートの導入も一人一枚は予算的に厳しいと思っていましたが、できている病院があると知れたことで、そこに
向かって要求できるので良い経験になりました。２日間、楽しく勉強ができました。

参加者インタビュー

な
い
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
組

合
と
し
て
ま
ず
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
課
題

な
の
で
引
き
続
き
要
求
す
る
こ
と

に
加
え
、「
基
本
給
の
通
達
は
義

務
だ
が
、
賃
金
表
の
提
出
は
義
務

化
さ
れ
て
い
な
い
。
自
分
の
中
で

毎
年
の
昇
給
幅
が
ど
の
く
ら
い
か

確
認
し
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
」
と
参
加
者
に
訴
え
ま

し
た
。

　

長
厚
労
の
報
告
で
は
、
１
９
５

０
年
頃
か
ら
変
わ
ら
ず
年
功
序
列

型
・
原
則
終
身
雇
用
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
誰
も
が

最
低
賃
金
を
確
保
し
て
、
生
活
の

一
番
の
基
盤
を
保
障
し
な
が
ら
、

賃
金
体
系
を
決
め
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
労
働
組
合
が
要
求
し
、
会

が
認
め
た
」
と
い
う
先
人
た
ち
の

要
求
か
ら
作
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、

定
昇
が
安
定
し
て
上
が
り
安
心
で

き
る
賃
金
、
ま
た
明
確
に
わ
か
り

や
す
い
賃
金
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

様
々
な
事
例
か
ら

学
び
考
え
よ
う

　

特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
事
考

課
・
職
能
資
格
制
度
（
給
）
に
つ

い
て
考
え
る
」
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
に
北
厚
労
中
央
副
執
行
委
員

長
・
下
保
誠
史
氏
、
徳
厚
労
副
執

行
委
員
長
・
松
浦
郁
美
氏
、
長
厚

労
執
行
委
員
長
・
小
林
吟
子
氏
の

３
名
に
お
越
し
頂
き
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
全
厚
労
書
記
長
・
松

尾
晃
が
務
め
ま
し
た
。
会
の
冒
頭

で
全
厚
労
書
記
次
長
・
岡
野
学
よ

り
人
事
制
度
に
つ
い
て
ミ
ニ
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

北
厚
労
か
ら
は
、
基
本
給
の
構

成
に
つ
い
て
、
生
活
昇
給
と
し
て

の
「
本
人
給
」
と
、
職
能
資
格
要

件
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
る
「
職
能

給
」
か
ら
構
成
さ
れ
、「
本
人
給
」

は
職
種
と
学
歴
に
応
じ
「
み
な
し

年
齢
」
を
採
用
、
定
昇
は
北
農
五

連
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
の
っ
と
り

昇
給
幅
が
変
わ
る
仕
組
み
、「
職

能
給
」
は
初
任
格
付
で
初
年
度
の

給
料
を
決
定
し
、Ｍ
層
は
実
績

（
業
績
）、Ｓ
層
は
能
力
、Ｊ
層
は
経

験
で
等
級
が
上
が
る
等
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
役
職

の
発
令
と
職
能
資
格
を
連
動
し
な

い
本
来
の
制
度
と
し
て
運
用
さ
せ

る
、
職
種
ご
と
の
専
門
性
や
、
多

様
な
働
き
方
に
合
わ
せ
た
基
準
書

へ
の
見
直
し
、
評
価
の
偏
り
や
上

司
と
部
下
間
で
の
合
意
形
成
強
化

の
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
厚
労
か
ら
は
評
価
項
目
に
つ

い
て
、
会
か
ら
説
明
が
な
く
、
組

合
が
要
求
し
て
も
回
答
が
な
い
状

態
が
続
い
て
い
た
が
、
昨
年
の
秋

闘
で
資
料
を
出
さ
せ
た
こ
と
、
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
さ
れ
て
い
な
い

等
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
松
浦
氏
自
身
も
マ
イ
ナ

ス
評
価
を
受
け
た
と
き
に
何
度
か

説
明
を
求
め
た
際
に
「
そ
ん
な
ん

し
ら
ん
」
と
一
蹴
さ
れ
た
経
験
も

紹
介
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
管
理

職
に
な
る
と
初
年
度
に
人
事
考
課

に
つ
い
て
講
習
が
あ
る
が
、
そ
の

後
継
続
し
て
研
修
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

長
厚
労
で
も
「
評
価
さ
れ
た

い
」、「
評
価
し
て
師
長
を
決
め
て

欲
し
い
」
な
ど
の
要
求
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
「
私
た
ち

を
ど
う
評
価
す
る
の
か
」
と
い
う

課
題
も
常
に
議
論
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
９
９
４
年
に
人
事
考
課
制

度
、
２
０
０
８
年
に
は
目
標
管
理

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
制
度
、
２
０
１

１
年
に
役
割
等
級
制
度
な
ど
、
過

去
幾
度
と
な
く
職
能
給
の
導
入
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
と
の
協

議
の
な
か
で
導
入
を
阻
止
し
て
き

ま
し
た
。
２
０
０
８
年
に
は
「
職

能
資
格
制
度
を
導
入
し
な
い
こ

と
」
と
「
賃
金
と
は
連
動
さ
せ
な

い
」
と
い
う
労
働
協
約
を
結
ん
で

い
ま
す
。

　

近
年
も
「
新
し
い
事
業
計
画
の

見
直
し
」
と
い
う
言
葉
で
制
度
の

変
更
を
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
７
年
の
秋
か
ら
具
体
的
に

「
管
理
部
職
員
の
人
材
育
成
に
伴

う
処
遇
に
つ
い
て
」と
し
て
人
事
・

賃
金
制
度
変
更
（
総
合
職
と
地
域

職
・
複
線
型
人
事
制
度
の
導
入
）

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

長
厚
労
は
「
職
能
資
格
制
度
」
に

あ
た
る
制
度
で
あ
る
た
め
２
０
０

８
年
の
協
約
に
基
づ
き
反
対
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
見
直
し
の
提
案
が
毎
年

さ
れ
る
現
状
に
、「
組
合
と
し
て

し
っ
か
り
と
捉
え
、
議
論
し
て
い

く
時
期
に
来
て
い
る
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
納
得
で
き
る

制
度
で
あ
る
こ
と
が
重
要

　

質
疑
応
答
で
は
、「
１
次
考
課

と
２
次
考
課
の
割
合
に
つ
い
て
」

の
質
問
に
対
し
、
北
海
道
、
徳
島

共
に
明
確
な
基
準
は
無
い
が
、
北

海
道
で
は
Ｂ
評
価
へ
の
偏
り
が
課

題
で
あ
る
こ
と
、
徳
島
で
は
、
２

次
考
課
で
の
評
価
見
直
し
は
最
高

で
も
１
段
階
の
変
更
と
な
る
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。「
導
入
後

良
く
な
っ
た
と
思
う
点
」
の
質
問

に
対
し
、
北
海
道
か
ら
、
３
等
級

し
か
な
か
っ
た
頃
は
２
等
級
に
平

か
ら
副
技
師
長
ま
で
混
在
し
中
だ

る
み
し
、
昇
給
額
も
寝
て
い
た
の

で
、
現
行
の
８
等
級
で
は
風
通
し

（
２
面
へ
続
く
）

が
良
く
な
っ
た
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。「
評
価
結
果
や
、
年
齢
の

逆
転
現
象
へ
の
職
場
内
の
雰
囲
気

は
ど
う
か
」
と
の
問
い
に
北
海
道

か
ら
、
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、

ぎ
す
ぎ
す
は
し
て
お
ら
ず
、
む
し

ろ
Ｂ
評
価
へ
の
偏
り
の
改
善
を
望

む
声
が
多
い
こ
と
、
年
齢
の
逆
転

は
少
な
い
が
、
逆
転
の
あ
る
部
署

で
も
、
組
合
員
か
ら
要
求
し
た
制

度
と
し
て
北
海
道
で
は
根
付
い
て

い
る
の
で
、
あ
る
程
度
納
得
性
が

高
い
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
会
場
か
ら
は
、「
評
価
制
度
に

つ
い
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人

達
の
意
見
を
聞
い
て
議
論
す
る
こ

と
が
重
要
、
や
り
方
に
よ
っ
て
は

悪
い
方
向
に
行
く
こ
と
も
あ
ろ
う

か
と
思
う
の
で
、
せ
っ
か
く
な
ら

良
い
制
度
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
」
等
の
発
言
も
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
難
し
い
課
題
で
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、
導

入
の
有
無
に
か
ぎ
ら
ず
、
全
厚
労

加
盟
組
織
全
体
で
、
学
習
・
議
論

す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆

様
、
参
加
者
を
送
り
出
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 北厚労・下保誠史氏

徳厚労・松浦郁美氏

長厚労・小林吟子氏

19
労
働
学
校
in
北
海
道

知は力知は力
　
５
月
31
日
よ
り
２
日
間
、
全
厚
労
19
労
働
学
校
を
開
催
し
、
全
国
よ
り
16
県
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
催
地
は
昨
年
９
月
６
日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
復
興
支
援
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
北

海
道
札
幌
市
レ
オ
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
労
働
学
校
は
全
体
会
で
は
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
事
考
課
・
職
能
資
格
制
度
に
つ
い
て
考

え
る
」、
分
科
会
で
は
「
初
心
者
分
科
会
」
と
「
中
堅
役
員
分
科
会
」
の
２
つ
の
分
科
会
を
設
置
し
、

最
終
日
は
両
分
科
会
が
そ
れ
ぞ
れ
組
合
執
行
部
と
病
院
経
営
者
と
し
て
模
擬
団
交
を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
学
び
組
織
力
強
化
に
つ
な
げ
よ
う

み
ん
な
で
学
び
組
織
力
強
化
に
つ
な
げ
よ
う

【1面】19労働学校・シンポジウム
参加者インタビュー

【2面】労働学校・分科会学習
【3面】平成の全厚労活動③
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て
の
患
者
を
避
難
さ
せ
る
た
め
、

職
員
た
ち
は
最
後
ま
で
奮
闘
。
全

厚
労
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
５
回
に
渡

っ
て
、分
会
長
の
「
手
記
」を
掲
載
、

当
時
の
経
験
を
生
々
し
く
紹
介
し

ま
し
た
。
未
だ
に
収
束
し
な
い
原

発
事
故
、
戻
る
こ
と
の
で
き
な
い

多
数
の
避
難
者
、
お
ぼ
つ
か
な
い

復
興
、
た
く
さ
ん
の
課
題
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
の
記

事
（
２
０
１
０
年
１
月
号
よ
り
現

在
ま
で
）
は
、
全
厚
労
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
ご
参

照
下
さ
い
。

一
原
発
事
故
の
被
害
を
受
け
た
福

厚
労
の
未
来
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
震
災
前
に
は
、
福
島
県
立

大
野
病
院
と
の
統
合
を
目
前
に
控

え
て
お
り
、
人
事
交
流
も
行
っ
て

い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
県
立
大
野

病
院
で
は
、
か
つ
て
平
成
16（
04
）

年
に
「
妊
産
婦
死
亡
事
故
」
が
発

生
、
担
当
医
が
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
、

最
終
的
に
は
無
罪
と
な
り
ま
し
た

が
、
現
在
に
続
く
医
師
の
産
科
、

小
児
科
離
れ
の
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。

　

双
葉
厚
生
病
院
は
、
原
発
か
ら

約
４
キ
ロ
地
点
に
あ
り
、
壁
や
廊

下
な
ど
が
崩
落
し
た
病
院
か
ら
全

病
院
の
統
廃
合
や

譲
渡
で
、
３
つ
の

厚
生
連
が
な
く
な
る

　

前
号
で
も
記
載
し
た
通
り
、
平

成
21
（
２
０
０
９
）
年
３
月
末
に
、

島
根
県
の
石
西
厚
生
連
が
破
産
し
、

病
院
は
、
前
年
に
設
立
さ
れ
た
医

療
法
人
に
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
同
じ
年
に
は
栃
木
県
厚
生
連
・

塩
谷
総
合
病
院
が
医
療
福
祉
短
期

大
学
へ
譲
渡
さ
れ
、
残
っ
た
２
つ

の
病
院
（
下
都
賀
・
石
橋
）
も
、

平
成
25
（
13
）
年
４
月
に
地
域
の

他
病
院
と
の
統
合
や
民
間
譲
渡
が

な
さ
れ
、
栃
木
県
厚
生
連
は
解
散
。

平
成
22
（
10
）
年
に
は
、
広
島
県

厚
生
連
の
府
中
総
合
病
院
も
市
立

病
院
と
統
合
さ
れ
、
平
成
28（
16
）

年
に
は
、
年
明
け
早
々
に
埼
玉
県

厚
生
連
の
２
病
院
（
熊
谷
・
久
喜
）

が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
民
間
法
人
に
譲

渡
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
表
向
き
の
理
由
は
、

医
師
不
足
な
ど
に
よ
る
経
営
難
や

累
積
赤
字
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
時
は
労
組
も
協
力
し
な
が

ら
、
経
営
改
善
に
向
か
っ
て
い
た

所
も
あ
り
、
決
し
て
経
営
が
維
持

で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
公
的
病
院
と
し
て
の
役
割

を
厚
生
連
が
放
棄
し
、
か
つ
支
援

す
べ
き
Ｊ
Ａ
が
厚
生
連
を
手
放
す

選
択
を
し
た
結
果
だ
と
総
括
し
て

い
ま
す
。

　

当
該
労
組
と
全
厚
労
や
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
闘
争
態
勢

を
作
り
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を

や
り
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
止

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
栃
木
の
下
都
賀
総
合
病

院
や
、
埼
玉
の
熊
谷
・
久
喜
の
両

病
院
で
は
、
労
組
を
存
続
さ
せ
て
、

活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
栃
木
や
埼
玉
で
は
、「
住
民
の

会
」
も
結
成
さ
れ
て
、
住
民
の
側

か
ら
、
地
域
医
療
を
考
え
、
良
く

す
る
体
制
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

茨
城
で
も
、
平
成
28
（
16
）
年
の

年
末
一
時
金
闘
争
で
地
域
へ
働
き

か
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
医

療
を
考
え
る
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
・
湖
東
病
院
廃
止
の

方
針
に
、
地
域
住
民
が

立
ち
上
が
り
、
再
建
へ

　

一
方
、
廃
止
提
案
を
押
し
返
し

て
病
院
新
築
を
成
し
遂
げ
た
例
も

あ
り
ま
す
。
秋
田
の
湖
東
総
合
病

院
は
、
昭
和
８
年
に
付
近
の
住
民

が
一
口
５
円
（
現
在
の
価
値
で
１

万
円
く
ら
い
）
を
出
し
合
っ
て
作

ら
れ
ま
し
た
。
南
秋
田
郡
八
郎
潟

町
に
建
て
ら
れ
て
築
40
年
以
上
の

歴
史
あ
る
建
物
で
年
間
約
９
３
０

０
件
の
救
急
を
取
り
扱
う
な
ど
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院

で
し
た
。

　

平
成
21
（
09
）
年
12
月
に
秋
田

県
厚
生
連
か
ら
県
へ
出
さ
れ
た
経

営
改
善
計
画
の
中
で
、「
廃
止
が

最
も
有
力
な
選
択
肢
」
で
あ
る
こ

と
が
地
元
新
聞
で
報
道
さ
れ
、
住

民
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
平
成
22

（
10
）
年
３
月
に
は
住
民
の
会
・

準
備
会
が
１
２
４
名
で
立
ち
上
が

り
、
３
月
29
日
に
は
、
周
辺
４
町

村
の
住
民
ら
６
５
０
名
が
集
ま
り
、

「
湖
東
病
院
を
守
る
住
民
の
会
」

設
立
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

様
々
な
住
民
の
声
や
多
く
の
議
員

の
方
々
か
ら
も
財
政
支
援
の
意
見

が
出
さ
れ
、一
気
に
「
病
院
存
続
」

の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
地
域

住
民
ら
は
、
町
中
に
大
き
な
横
断

幕
を
掲
げ
た
り
、
田
ん
ぼ
に
は
病

院
存
続
を
求
め
る
「
か
か
し
」
を

立
て
る
な
ど
、
地
域
一
帯
の
取
り

組
み
が
進
み
ま
し
た
。

　

平
成
24
（
12
）
年
に
は
、
県
議

会
で
県
が
支
援
し
て
、
病
院
を
再

建
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
平
成

26
（
14
）
年
５
月
、
新
た
に
湖
東

厚
生
病
院
と
し
て
診
療
開
始
し
ま

し
た
。

教
宣
部
を
再
建
、
集
団

的
な
企
画
、
取
材
体
制

で
カ
ラ
ー
化
も

　

平
成
21
（
09
）
年
度
に
は
、「
各

ブ
ロ
ッ
ク
１
名
の
若
手
中
執
に
よ

る
」
教
育
宣
伝
部
を
設
置
し
、
全

厚
労
ニ
ュ
ー
ス
の
集
団
編
集
体
制

を
構
築
し
ま
し
た
。
過
去
に
教
宣

委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
再
建
と
し
て
い
ま
す
が
、
当

時
の
活
動
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
生
教
宣
部
で
は
、
一
人
ひ

と
り
の
組
合
員
に
目
を
通
し
て
も

ら
え
る
機
関
紙
を
目
指
し
て
、
身

近
な
話
題
や
学
習
の
素
材
提
供
、

取
材
を
中
心
と
し
た
紙
面
構
成
を

目
標
に
し
て
き
ま
し
た
。「
お
仕

事
探
検
隊
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
平
成

23
（
11
）
年
か
ら
隔
月
で
掲
載
、

病
院
で
働
く
様
々
な
職
種
に
つ
い

て
、13
県
・
病
院
の
職
場
を
取
材
し
、

組
合
員
か
ら
は
「
自
分
た
ち
の
知

ら
な
い
職
種
の
仕
事
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
親
近
感
が
湧
い
た
」
と

の
評
判
を
得
ま
し
た
。

　

今
も
続
く
「
読
者
の
声
」
に
は
、

教
宣
部
員
の
コ
メ
ン
ト
を
返
す
よ

う
に
し
、
読
者
と
双
方
向
の
や
り

取
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た

12
月
号
と
１
月
号
を
合
併
さ
せ
る

こ
と
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
、

年
１
回
の
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
企
画
も

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
大
地
震
は
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。
特
に
厚
生
連
が
被
害

を
受
け
た
震
災
は
、
平
成
19

（
07
）
年
の
新
潟
・
中
越
地
震
が

あ
り
ま
す
が
、
平
成
23
（
11
）
年

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、

未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
と
り
わ
け
東
電
・
福
島
第

３
・
11　
東
日
本
大

震
災・東
電「
原
発
事

故
」で
未
来
分
け
る

で
は
、
何
名
か
の

人
物
（
職
歴
、
同

僚
か
ら
の
評
判
、

性
格
等
）
の
情
報

か
ら
誰
を
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
選
ぶ
べ

き
か
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
情
報
分
析

の
基
準
が
違
っ
た

た
め
様
々
な
意
見

が
出
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
リ
ー

ダ
ー
の
下
で
な
ら

組
合
活
動
が
で
き

る
か
が
基
準
に
話
し
合
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

対
話
か
ら
組
織
強
化
へ

つ
な
げ
る

　

組
織
化
の
た
め
の
対
話
で
は
、

お
茶
会
や
井
戸
端
会
議
と
は
違
い

〝
目
的
〞
が
あ
る
こ
と
を
学
び
、

ど
の
よ
う
に
対
話
を
進
め
れ
ば
相

手
に
行
動
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
か
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
対

話
を
通
し
て
問
題
を
探
り
、
気
持

ち
を
揺
さ
ぶ
る
こ

と
が
相
手
の
行
動

を
促
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
大

切
な
の
は
解
決
策

を
伝
え
る
『
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
』
で
は

な
く
、
ど
う
す
れ

ば
良
い
方
向
に
進

ん
で
い
け
る
か
を

話
し
合
う
『
コ
ー

チ
ン
グ
』
で
、
二

人
一
組
に
分
か
れ

て
の
演
習
も
行
い

ま
し
た
。
相
手
と

対
話
す
る
に
は
良

難
問
テ
ス
ト
に
苦
戦

　

１
日
目
の
初
心
者
分
科
会
で
は
、

中
村
悟
・
全
厚
労
中
央
副
執
行
委

員
長
が
講
師
と
な
り
、
労
働
者
の

基
本
的
な
権
利
に
つ
い
て
ク
イ
ズ

と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
学
び
ま
し

た
。
ク
イ
ズ
で
は
、
15
問
の
テ
ス

ト
を
解
い
て
も
ら
い
、
採
点
。
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
後
に
テ
ス
ト
の
解

説
を
行
い
ま
し
た
。
分
科
会
の
中

で
は
最
高
得
点
12
点
を
４
名
の
方

が
獲
得
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「『
ル

ー
ル
と
は
』
な
ぜ
守
ら
れ
な
い

か
？
守
る
た
め
に
ど
う
す
る
か

⇒

個
人
と
労
組
に
ど
う
い
っ
た

影
響
を
及
ぼ
す
か
」
を
、
５
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

初
め
て
顔
合
わ
せ
す
る
仲
間
同

士
で
す
が
、
ど
の
班
も
活
発
な
議

論
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

労
使
対
等
で
渡
り
合
う

　
発
表
で
は
「
ル
ー
ル
」
に
テ

ー
マ
を
絞
っ
た
班
か
ら
、
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
個

人
の
利
益
を
ま
ず
優
先
し
て
し
ま

う
こ
と
、
周
り
の
人
の
こ
と
を
考

え
て
い
な
い
か
ら
破
る
人
が
出
て

く
る
。
守
ら
な
い
こ
と
で
起
こ
る

デ
メ
リ
ッ
ト
を
分
か
っ
て
い
な
い

た
め
、
そ
も
そ
も
ル
ー
ル
を
破
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
、

ま
た
一
方
的
に
決
め
ら
れ
た
ル
ー

ル
で
ほ
か
の
人
が
全
然
納
得
し
て

い
な
い
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ど
う
い
っ
た
影
響
を

及
ぼ
す
か
に
つ
い
て
使
用
者
に
ル

ー
ル
を
守
ら
せ
な
い
と
労
働
組
合

が
弱
く
な
っ
て
き
て
使
用
者
と
労

働
組
合
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な

い
。
今
後
の
労
組
の
対
応
と
し
て
、

労
働
組
合
が
変
わ
っ
て
い
き
個
人

に
よ
り
労
働
組
合
に
参
加
し
て
い

医
療
職
に
つ
き
も
の

〝
腰
痛
〞を
知
る

　

中
堅
役
員
分
科
会
２
日
目
は
、

花
澤
直
樹
・
全
厚
労
中
央
副
執
行

委
員
長
が
「
腰
痛
対
策
と
労
働
安

全
衛
生
活
動
」
に
つ
い
て
講
義
を

し
ま
し
た
。
労
働
者
が
健
康
に
長

く
働
き
続
け
る
た
め
に
、
労
働
安

全
衛
生
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

感
染
・
腰
痛
予
防
対
策
、放
射
線
・

薬
物
の
暴
露
、
現
在
で
は
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
で
内
容
は

様
々
で
す
。
今
回
は
腰
痛
対
策
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
講
義
と
な
り

ま
し
た
。

　

腰
痛
は
医
療
職
に
と
っ
て
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
誰
も
が
抱

え
る
問
題
の
一
つ
で
す
。
腰
痛
予

防
対
策
を
行
い
な
が
ら
業
務
す
る

の
と
、
対
策
を
し
な
い
で
業
務
す

る
の
で
は
、
自
分
の
将
来
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
講
義
で
は
腰
痛
の
原
因
や

種
類
、
仕
組
み
ま
で
を
詳
し
く
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
習
を
力
に

　

私
が
講
義
で
一
番
印
象
深
か
っ

た
の
は
、
心
の
ス
ト
レ
ス
が
原
因

で
腰
痛
が
起
こ
る
場
合
も
あ
る
と

い
う
事
で
し
た
。
日
本
は
海
外
に

比
べ
腰
痛
予
防
対
策
が
遅
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
自
分
で
学

習
し
、
職
場
環
境
の
改
善
や
自
分

に
出
来
る
腰
痛
予
防
対
策
を
行
な

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

労
働
組
合
は
労
働
者
の
た
め
の
組

織
で
す
。
色
々
な
学
習
会
や
集
会

に
参
加
し
、
仲
間
を
作
り
、
こ
れ

か
ら
の
自
分
た
ち
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
考
え
る
機
会
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
宣
部
・
高
本
奉
彦
）

　

初
心
者
分
科
会
２
日
目
は
岩
本

一
宏
・
全
厚
労
中
央
副
執
行
委
員

長
か
ら
、
広
厚
労
で
の
労
働
組
合

の
活
動
や
尾
道
病
院
で
の
病
院
祭

の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
「〝

団
交
〞
の
す
す
め
」
と
し
て
交
渉

に
お
け
る
各
種
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
実

際
の
体
験
談
を
交
え
て
講
演
し
て

頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
ほ
と
ん

ど
が
団
体
交
渉
を
経
験
し
て
い
な

い
よ
う
で
し
た
が
、
岩
本
氏
の
団

体
交
渉
の
実
績
を
知
り
、

関
心
を
示
し
た
様
子
で
講

義
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
前
日
の
初
心

者
分
科
会
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
全
体
で
行
わ
れ

る
模
擬
団
交
に
向
け
て
、

打
ち
合
わ
せ
を
行
な
い
ま

し
た
。
中
堅
役
員
分
科
会

参
加
者
を
経
営
者
役
に
据

え
て
の
模
擬
団
交
で
は
、

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
講
義
で

学
ん
だ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
活

か
し
な
が
ら
交
渉
を
す
す

め
て
い
ま
し
た
。
中
に
は

組
合
活
動
を

分
析
す
る

　
「
組
織
強
化
の
た
め
に
労
働
組

合
役
員
が
や
れ
る
こ
と
」
と
題
し

講
師
の
北
海
道
労
連
事
務
局
長 

出
口
憲
次
氏
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
交
え
た
講
義
で
学
習
し
ま

し
た
。

　

組
織
化
の
対
象
を
分
析
す
る
学

習
で
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
立
ち

位
置
で
、
仕
事
と
し
て
の
業
務
や

労
働
組
合
と
し
て
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
か
を
分
析
し
ま
し
た
。
ま

本
当
の
団
交
さ
な
が
ら
の
、
職
場

か
ら
の
熱
い
意
見
が
出
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　

交
渉
の
結
果
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い

ま
し
た
が
、
模
擬
団
交
の
経
験
を

通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
労
働
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
を
各
県
に
持
ち

帰
り
労
働
組
合
の
活
動
を
広
げ
て

い
け
た
ら
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

（
教
宣
部
・
斯
波
貴
拡
）

た
、
自
分
自
身
が
ど
こ
に
位
置
付

け
ら
れ
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、

組
織
拡
大
に
は
〝
活
動
家
〞
を
増

や
す
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ

と
を
学
習
し
ま
し
た
（
図
①
）。

　

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
を
探
そ
う
〜

人
間
関
係
マ
ッ
プ
で
は
、
良
い
リ

ー
ダ
ー
の
資
質
を
学
び
（
図
②
）、

人
間
関
係
マ
ッ
プ
を
用
い
て
、
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
人
を
容
易
に
判
断

で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
演

習
「
リ
ー
ダ
ー
を
見
つ
け
よ
う
」

た
だ
け
る
よ
う
に
働
き
か
け
を
し

て
、
力
を
増
し
て
い
く
、
使
用
者

と
対
等
に
渡
り
合
っ
て
条
件
を
獲

対
策
を
知
っ
て
、改
善
へ
つ
な
げ
る

対
策
を
知
っ
て
、改
善
へ
つ
な
げ
る

対
策
を
知
っ
て
、改
善
へ
つ
な
げ
る

中
堅

対
話
で
つ
な
ぐ
組
織
強
化

対
話
で
つ
な
ぐ
組
織
強
化

対
話
で
つ
な
ぐ
組
織
強
化

中
堅

学
び
い
っ
ぱ
い
模
擬
団
交

学
び
い
っ
ぱ
い
模
擬
団
交

学
び
い
っ
ぱ
い
模
擬
団
交

初
心
者

ル
ー
ル
に
つ
い
て
考
え
る

ル
ー
ル
に
つ
い
て
考
え
る

ル
ー
ル
に
つ
い
て
考
え
る

初
心
者

得
し
て
い
く
し
か
な
い
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

  （
教
宣
部
・
春
原
晶
子
）

い
聞
き
手
に
な
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
自
分
の
心
を
開
き
、
相
手
と

の
共
通
点
を
探
し
、
相
手
に
共
感

で
き
る
こ
と
が
互
い
の
距
離
を
縮

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
聞
く
姿

勢
を
示
す
こ
と
で
相
手
も
気
持
ち

の
内
を
話
し
て
く
れ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

全
厚
労
の
各
県
連
に
は
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
組
織
強
化
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
る
参
加
者
に
と
っ
て
は
、
組

織
拡
大
・
強
化
に
つ
な
が
る
今
後

の
道
筋
が
分
科
会
を
通
し
て
う
っ

す
ら
と
見
え
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
回
の
学
習
を
活
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
研
鑽
を
積
み
上
げ
、

組
合
員
が
共
感
で
き
る
よ
う
な
労

働
組
合
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
役
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。（
教
宣
部
・
吉
滝
和
彦
）

（
１
面
か
ら
続
く
）

が
良
く
な
っ
た
と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。「
評
価
結
果
や
、
年
齢

の
逆
転
現
象
へ
の
職
場
内
の
雰

囲
気
は
ど
う
か
」
と
の
問
い
に

北
海
道
か
ら
、
評
価
結
果
に
つ

い
て
は
、
ぎ
す
ぎ
す
は
し
て
お

ら
ず
、
む
し
ろ
Ｂ
評
価
へ
の
偏

り
の
改
善
を
望
む
声
が
多
い
こ

と
、
年
齢
の
逆
転
は
少
な
い
が
、

逆
転
の
あ
る
部
署
で
も
、
組
合

員
か
ら
要
求
し
た
制
度
と
し
て

北
海
道
で
は
根
付
い
て
い
る
の

で
、
あ
る
程
度
納
得
性
が
高
い

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

会
場
か
ら
は
、「
評
価
制
度
に
つ

い
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

人
達
の
意
見
を
聞
い
て
議
論
す

る
こ
と
が
重
要
、
や
り
方
に
よ

っ
て
は
悪
い
方
向
に
行
く
こ
と

も
あ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
、
せ

っ
か
く
な
ら
良
い
制
度
に
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
等
の
発

言
も
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
難
し
い
課
題
で
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、

導
入
の
有
無
に
か
ぎ
ら
ず
、
全

厚
労
加
盟
組
織
全
体
で
、
学
習
・

議
論
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
皆
様
、
参
加
者
を
送
り

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全厚労平成30年史③（2009～2018年頃）   

※全厚労ニュース等より編集部の独断で抜粋しました

西暦 平成 月

2009 21 1

2009 21 3

2010 22 2

2010 22 3

2011 23 3

2011 23 5
2011 23 6

2011 23 11

2013 25 2

2013 25 7

2013 25 9

2015 27 5

2015 27 9

2016 28 1

2016 28 3

2016 28 10

2016 28 11

2017 29 1

2017 29 11

2018 30 4

出来事
春闘討論集会で、「経営情報の公開・協
議」を全厚労統一要求に決定
石西厚生連が破産、津和野共存病院が民
間法人に譲渡される
ドイツ・オーストリアへの医療視察ツアー
を実施
秋田・「湖東病院を守る住民の会」が設立
集会を開催
東日本大震災、東電・福島第一原発事故で、
双葉厚生病院が機能停止
組織人員（組合員数）が3万人超え
厚労省が「5局長通知」を発出
ドクターズ・ウォーク　医師が50年ぶりに
デモ行進（パレード）
看護協会が「夜勤・交代制勤務に関する
ガイドライン」を完成
労働学校「Ｋ’ｓ　ｓｃｈｏｏｌ」を開催。青
年部中心の学習企画
栃厚労が解散を報告。下都賀総合病院で
は労働組合を継続
ＮＰＴ（核不拡散条約）再検討会議（ニュ
ーヨーク）に青年組合員らが参加
茨城で定期大会。60周年レセプションを
行う
埼玉県厚生連2病院の民間譲渡方針が発
表される。4月・5月に別々の民間法人へ
熊谷、久喜の両地域で、地域医療を考える
「住民の会」が結成される
幹部・看護師集会で、川島みどり先生より
「看護の原点」を学ぶ。「看護・介護　酷
書」運動に取り組み
茨城で大幅な一時金引き下げ提案。24年
ぶりの半日ストライキを実施
厚労省が「労働時間の適正な把握のため
のガイドライン」を発出。サービス残業撲
滅の運動に取り組み
6年ぶりに農水省との交渉を実施
鹿角で常勤の精神科医師2名を確保

新年号はカラーページになりました（写真はモノクロです）

教宣部では病院現場の取材なども行いました

思いを込めて経営者に詰めよる初心者グループ

相手から共感される聞き手に

図①　支持・協力層を活動者として増やすことが重要図②　全てを満たす人材はいないが１つの指標として

全
厚
労・平
成
の
30
年
を
振
り
返
る  

③

　
全
厚
労
平
成
30
年
史
の
３
回
目
は
、
平
成
21（
２
０
０
９
）〜
30（
18
）
年
頃
の
運
動
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
平
成
中
盤
の
頃
よ
り
、
医
師
不
足
・
介
護
人
材
不
足
が
社
会
問

題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
と
も
に
、
80
年
代
後
半
か
ら
の
国
立
病
院
に
対

す
る
攻
撃
が
、
公
立
病
院
や
厚
生
連
な
ど
の
公
的
病
院
に
も
波
及
し
て
き
た
時
代
で
す
。

病
院
統
廃
合
や
厚
生
連
の

　
　
解
散
も
相
次
ぐ
時
代
に

病
院
統
廃
合
や
厚
生
連
の

　
　
解
散
も
相
次
ぐ
時
代
に
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て
の
患
者
を
避
難
さ
せ
る
た
め
、

職
員
た
ち
は
最
後
ま
で
奮
闘
。
全

厚
労
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
５
回
に
渡

っ
て
、分
会
長
の
「
手
記
」を
掲
載
、

当
時
の
経
験
を
生
々
し
く
紹
介
し

ま
し
た
。
未
だ
に
収
束
し
な
い
原

発
事
故
、
戻
る
こ
と
の
で
き
な
い

多
数
の
避
難
者
、
お
ぼ
つ
か
な
い

復
興
、
た
く
さ
ん
の
課
題
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
の
記

事
（
２
０
１
０
年
１
月
号
よ
り
現

在
ま
で
）
は
、
全
厚
労
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
ご
参

照
下
さ
い
。

一
原
発
事
故
の
被
害
を
受
け
た
福

厚
労
の
未
来
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
震
災
前
に
は
、
福
島
県
立

大
野
病
院
と
の
統
合
を
目
前
に
控

え
て
お
り
、
人
事
交
流
も
行
っ
て

い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
県
立
大
野

病
院
で
は
、
か
つ
て
平
成
16（
04
）

年
に
「
妊
産
婦
死
亡
事
故
」
が
発

生
、
担
当
医
が
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
、

最
終
的
に
は
無
罪
と
な
り
ま
し
た

が
、
現
在
に
続
く
医
師
の
産
科
、

小
児
科
離
れ
の
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。

　

双
葉
厚
生
病
院
は
、
原
発
か
ら

約
４
キ
ロ
地
点
に
あ
り
、
壁
や
廊

下
な
ど
が
崩
落
し
た
病
院
か
ら
全

病
院
の
統
廃
合
や

譲
渡
で
、
３
つ
の

厚
生
連
が
な
く
な
る

　

前
号
で
も
記
載
し
た
通
り
、
平

成
21
（
２
０
０
９
）
年
３
月
末
に
、

島
根
県
の
石
西
厚
生
連
が
破
産
し
、

病
院
は
、
前
年
に
設
立
さ
れ
た
医

療
法
人
に
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
同
じ
年
に
は
栃
木
県
厚
生
連
・

塩
谷
総
合
病
院
が
医
療
福
祉
短
期

大
学
へ
譲
渡
さ
れ
、
残
っ
た
２
つ

の
病
院
（
下
都
賀
・
石
橋
）
も
、

平
成
25
（
13
）
年
４
月
に
地
域
の

他
病
院
と
の
統
合
や
民
間
譲
渡
が

な
さ
れ
、
栃
木
県
厚
生
連
は
解
散
。

平
成
22
（
10
）
年
に
は
、
広
島
県

厚
生
連
の
府
中
総
合
病
院
も
市
立

病
院
と
統
合
さ
れ
、
平
成
28（
16
）

年
に
は
、
年
明
け
早
々
に
埼
玉
県

厚
生
連
の
２
病
院
（
熊
谷
・
久
喜
）

が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
民
間
法
人
に
譲

渡
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
表
向
き
の
理
由
は
、

医
師
不
足
な
ど
に
よ
る
経
営
難
や

累
積
赤
字
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
時
は
労
組
も
協
力
し
な
が

ら
、
経
営
改
善
に
向
か
っ
て
い
た

所
も
あ
り
、
決
し
て
経
営
が
維
持

で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
公
的
病
院
と
し
て
の
役
割

を
厚
生
連
が
放
棄
し
、
か
つ
支
援

す
べ
き
Ｊ
Ａ
が
厚
生
連
を
手
放
す

選
択
を
し
た
結
果
だ
と
総
括
し
て

い
ま
す
。

　

当
該
労
組
と
全
厚
労
や
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
闘
争
態
勢

を
作
り
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を

や
り
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
止

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
栃
木
の
下
都
賀
総
合
病

院
や
、
埼
玉
の
熊
谷
・
久
喜
の
両

病
院
で
は
、
労
組
を
存
続
さ
せ
て
、

活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
栃
木
や
埼
玉
で
は
、「
住
民
の

会
」
も
結
成
さ
れ
て
、
住
民
の
側

か
ら
、
地
域
医
療
を
考
え
、
良
く

す
る
体
制
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

茨
城
で
も
、
平
成
28
（
16
）
年
の

年
末
一
時
金
闘
争
で
地
域
へ
働
き

か
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
医

療
を
考
え
る
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
・
湖
東
病
院
廃
止
の

方
針
に
、
地
域
住
民
が

立
ち
上
が
り
、
再
建
へ

　

一
方
、
廃
止
提
案
を
押
し
返
し

て
病
院
新
築
を
成
し
遂
げ
た
例
も

あ
り
ま
す
。
秋
田
の
湖
東
総
合
病

院
は
、
昭
和
８
年
に
付
近
の
住
民

が
一
口
５
円
（
現
在
の
価
値
で
１

万
円
く
ら
い
）
を
出
し
合
っ
て
作

ら
れ
ま
し
た
。
南
秋
田
郡
八
郎
潟

町
に
建
て
ら
れ
て
築
40
年
以
上
の

歴
史
あ
る
建
物
で
年
間
約
９
３
０

０
件
の
救
急
を
取
り
扱
う
な
ど
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院

で
し
た
。

　

平
成
21
（
09
）
年
12
月
に
秋
田

県
厚
生
連
か
ら
県
へ
出
さ
れ
た
経

営
改
善
計
画
の
中
で
、「
廃
止
が

最
も
有
力
な
選
択
肢
」
で
あ
る
こ

と
が
地
元
新
聞
で
報
道
さ
れ
、
住

民
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
平
成
22

（
10
）
年
３
月
に
は
住
民
の
会
・

準
備
会
が
１
２
４
名
で
立
ち
上
が

り
、
３
月
29
日
に
は
、
周
辺
４
町

村
の
住
民
ら
６
５
０
名
が
集
ま
り
、

「
湖
東
病
院
を
守
る
住
民
の
会
」

設
立
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

様
々
な
住
民
の
声
や
多
く
の
議
員

の
方
々
か
ら
も
財
政
支
援
の
意
見

が
出
さ
れ
、一
気
に
「
病
院
存
続
」

の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
地
域

住
民
ら
は
、
町
中
に
大
き
な
横
断

幕
を
掲
げ
た
り
、
田
ん
ぼ
に
は
病

院
存
続
を
求
め
る
「
か
か
し
」
を

立
て
る
な
ど
、
地
域
一
帯
の
取
り

組
み
が
進
み
ま
し
た
。

　

平
成
24
（
12
）
年
に
は
、
県
議

会
で
県
が
支
援
し
て
、
病
院
を
再

建
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
平
成

26
（
14
）
年
５
月
、
新
た
に
湖
東

厚
生
病
院
と
し
て
診
療
開
始
し
ま

し
た
。

教
宣
部
を
再
建
、
集
団

的
な
企
画
、
取
材
体
制

で
カ
ラ
ー
化
も

　

平
成
21
（
09
）
年
度
に
は
、「
各

ブ
ロ
ッ
ク
１
名
の
若
手
中
執
に
よ

る
」
教
育
宣
伝
部
を
設
置
し
、
全

厚
労
ニ
ュ
ー
ス
の
集
団
編
集
体
制

を
構
築
し
ま
し
た
。
過
去
に
教
宣

委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
再
建
と
し
て
い
ま
す
が
、
当

時
の
活
動
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
生
教
宣
部
で
は
、
一
人
ひ

と
り
の
組
合
員
に
目
を
通
し
て
も

ら
え
る
機
関
紙
を
目
指
し
て
、
身

近
な
話
題
や
学
習
の
素
材
提
供
、

取
材
を
中
心
と
し
た
紙
面
構
成
を

目
標
に
し
て
き
ま
し
た
。「
お
仕

事
探
検
隊
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
平
成

23
（
11
）
年
か
ら
隔
月
で
掲
載
、

病
院
で
働
く
様
々
な
職
種
に
つ
い

て
、13
県
・
病
院
の
職
場
を
取
材
し
、

組
合
員
か
ら
は
「
自
分
た
ち
の
知

ら
な
い
職
種
の
仕
事
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
親
近
感
が
湧
い
た
」
と

の
評
判
を
得
ま
し
た
。

　

今
も
続
く
「
読
者
の
声
」
に
は
、

教
宣
部
員
の
コ
メ
ン
ト
を
返
す
よ

う
に
し
、
読
者
と
双
方
向
の
や
り

取
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た

12
月
号
と
１
月
号
を
合
併
さ
せ
る

こ
と
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
、

年
１
回
の
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
企
画
も

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
大
地
震
は
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。
特
に
厚
生
連
が
被
害

を
受
け
た
震
災
は
、
平
成
19

（
07
）
年
の
新
潟
・
中
越
地
震
が

あ
り
ま
す
が
、
平
成
23
（
11
）
年

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、

未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
と
り
わ
け
東
電
・
福
島
第

３
・
11　
東
日
本
大

震
災・東
電「
原
発
事

故
」で
未
来
分
け
る

で
は
、
何
名
か
の

人
物
（
職
歴
、
同

僚
か
ら
の
評
判
、

性
格
等
）
の
情
報

か
ら
誰
を
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
選
ぶ
べ

き
か
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
情
報
分
析

の
基
準
が
違
っ
た

た
め
様
々
な
意
見

が
出
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
リ
ー

ダ
ー
の
下
で
な
ら

組
合
活
動
が
で
き

る
か
が
基
準
に
話
し
合
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

対
話
か
ら
組
織
強
化
へ

つ
な
げ
る

　

組
織
化
の
た
め
の
対
話
で
は
、

お
茶
会
や
井
戸
端
会
議
と
は
違
い

〝
目
的
〞
が
あ
る
こ
と
を
学
び
、

ど
の
よ
う
に
対
話
を
進
め
れ
ば
相

手
に
行
動
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
か
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
対

話
を
通
し
て
問
題
を
探
り
、
気
持

ち
を
揺
さ
ぶ
る
こ

と
が
相
手
の
行
動

を
促
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
大

切
な
の
は
解
決
策

を
伝
え
る
『
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
』
で
は

な
く
、
ど
う
す
れ

ば
良
い
方
向
に
進

ん
で
い
け
る
か
を

話
し
合
う
『
コ
ー

チ
ン
グ
』
で
、
二

人
一
組
に
分
か
れ

て
の
演
習
も
行
い

ま
し
た
。
相
手
と

対
話
す
る
に
は
良

難
問
テ
ス
ト
に
苦
戦

　

１
日
目
の
初
心
者
分
科
会
で
は
、

中
村
悟
・
全
厚
労
中
央
副
執
行
委

員
長
が
講
師
と
な
り
、
労
働
者
の

基
本
的
な
権
利
に
つ
い
て
ク
イ
ズ

と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
学
び
ま
し

た
。
ク
イ
ズ
で
は
、
15
問
の
テ
ス

ト
を
解
い
て
も
ら
い
、
採
点
。
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
後
に
テ
ス
ト
の
解

説
を
行
い
ま
し
た
。
分
科
会
の
中

で
は
最
高
得
点
12
点
を
４
名
の
方

が
獲
得
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「『
ル

ー
ル
と
は
』
な
ぜ
守
ら
れ
な
い

か
？
守
る
た
め
に
ど
う
す
る
か

⇒

個
人
と
労
組
に
ど
う
い
っ
た

影
響
を
及
ぼ
す
か
」
を
、
５
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

初
め
て
顔
合
わ
せ
す
る
仲
間
同

士
で
す
が
、
ど
の
班
も
活
発
な
議

論
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

労
使
対
等
で
渡
り
合
う

　
発
表
で
は
「
ル
ー
ル
」
に
テ

ー
マ
を
絞
っ
た
班
か
ら
、
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
個

人
の
利
益
を
ま
ず
優
先
し
て
し
ま

う
こ
と
、
周
り
の
人
の
こ
と
を
考

え
て
い
な
い
か
ら
破
る
人
が
出
て

く
る
。
守
ら
な
い
こ
と
で
起
こ
る

デ
メ
リ
ッ
ト
を
分
か
っ
て
い
な
い

た
め
、
そ
も
そ
も
ル
ー
ル
を
破
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
、

ま
た
一
方
的
に
決
め
ら
れ
た
ル
ー

ル
で
ほ
か
の
人
が
全
然
納
得
し
て

い
な
い
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ど
う
い
っ
た
影
響
を

及
ぼ
す
か
に
つ
い
て
使
用
者
に
ル

ー
ル
を
守
ら
せ
な
い
と
労
働
組
合

が
弱
く
な
っ
て
き
て
使
用
者
と
労

働
組
合
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な

い
。
今
後
の
労
組
の
対
応
と
し
て
、

労
働
組
合
が
変
わ
っ
て
い
き
個
人

に
よ
り
労
働
組
合
に
参
加
し
て
い

医
療
職
に
つ
き
も
の

〝
腰
痛
〞を
知
る

　

中
堅
役
員
分
科
会
２
日
目
は
、

花
澤
直
樹
・
全
厚
労
中
央
副
執
行

委
員
長
が
「
腰
痛
対
策
と
労
働
安

全
衛
生
活
動
」
に
つ
い
て
講
義
を

し
ま
し
た
。
労
働
者
が
健
康
に
長

く
働
き
続
け
る
た
め
に
、
労
働
安

全
衛
生
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

感
染
・
腰
痛
予
防
対
策
、放
射
線
・

薬
物
の
暴
露
、
現
在
で
は
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
で
内
容
は

様
々
で
す
。
今
回
は
腰
痛
対
策
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
講
義
と
な
り

ま
し
た
。

　

腰
痛
は
医
療
職
に
と
っ
て
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
誰
も
が
抱

え
る
問
題
の
一
つ
で
す
。
腰
痛
予

防
対
策
を
行
い
な
が
ら
業
務
す
る

の
と
、
対
策
を
し
な
い
で
業
務
す

る
の
で
は
、
自
分
の
将
来
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
講
義
で
は
腰
痛
の
原
因
や

種
類
、
仕
組
み
ま
で
を
詳
し
く
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
習
を
力
に

　

私
が
講
義
で
一
番
印
象
深
か
っ

た
の
は
、
心
の
ス
ト
レ
ス
が
原
因

で
腰
痛
が
起
こ
る
場
合
も
あ
る
と

い
う
事
で
し
た
。
日
本
は
海
外
に

比
べ
腰
痛
予
防
対
策
が
遅
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
自
分
で
学

習
し
、
職
場
環
境
の
改
善
や
自
分

に
出
来
る
腰
痛
予
防
対
策
を
行
な

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

労
働
組
合
は
労
働
者
の
た
め
の
組

織
で
す
。
色
々
な
学
習
会
や
集
会

に
参
加
し
、
仲
間
を
作
り
、
こ
れ

か
ら
の
自
分
た
ち
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
考
え
る
機
会
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
宣
部
・
高
本
奉
彦
）

　

初
心
者
分
科
会
２
日
目
は
岩
本

一
宏
・
全
厚
労
中
央
副
執
行
委
員

長
か
ら
、
広
厚
労
で
の
労
働
組
合

の
活
動
や
尾
道
病
院
で
の
病
院
祭

の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
「〝

団
交
〞
の
す
す
め
」
と
し
て
交
渉

に
お
け
る
各
種
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
実

際
の
体
験
談
を
交
え
て
講
演
し
て

頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
ほ
と
ん

ど
が
団
体
交
渉
を
経
験
し
て
い
な

い
よ
う
で
し
た
が
、
岩
本
氏
の
団

体
交
渉
の
実
績
を
知
り
、

関
心
を
示
し
た
様
子
で
講

義
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
前
日
の
初
心

者
分
科
会
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
全
体
で
行
わ
れ

る
模
擬
団
交
に
向
け
て
、

打
ち
合
わ
せ
を
行
な
い
ま

し
た
。
中
堅
役
員
分
科
会

参
加
者
を
経
営
者
役
に
据

え
て
の
模
擬
団
交
で
は
、

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
講
義
で

学
ん
だ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
活

か
し
な
が
ら
交
渉
を
す
す

め
て
い
ま
し
た
。
中
に
は

組
合
活
動
を

分
析
す
る

　
「
組
織
強
化
の
た
め
に
労
働
組

合
役
員
が
や
れ
る
こ
と
」
と
題
し

講
師
の
北
海
道
労
連
事
務
局
長 

出
口
憲
次
氏
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
交
え
た
講
義
で
学
習
し
ま

し
た
。

　

組
織
化
の
対
象
を
分
析
す
る
学

習
で
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
立
ち

位
置
で
、
仕
事
と
し
て
の
業
務
や

労
働
組
合
と
し
て
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
か
を
分
析
し
ま
し
た
。
ま

本
当
の
団
交
さ
な
が
ら
の
、
職
場

か
ら
の
熱
い
意
見
が
出
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　

交
渉
の
結
果
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い

ま
し
た
が
、
模
擬
団
交
の
経
験
を

通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
労
働
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
を
各
県
に
持
ち

帰
り
労
働
組
合
の
活
動
を
広
げ
て

い
け
た
ら
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

（
教
宣
部
・
斯
波
貴
拡
）

た
、
自
分
自
身
が
ど
こ
に
位
置
付

け
ら
れ
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、

組
織
拡
大
に
は
〝
活
動
家
〞
を
増

や
す
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ

と
を
学
習
し
ま
し
た
（
図
①
）。

　

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
を
探
そ
う
〜

人
間
関
係
マ
ッ
プ
で
は
、
良
い
リ

ー
ダ
ー
の
資
質
を
学
び
（
図
②
）、

人
間
関
係
マ
ッ
プ
を
用
い
て
、
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
人
を
容
易
に
判
断

で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
演

習
「
リ
ー
ダ
ー
を
見
つ
け
よ
う
」

た
だ
け
る
よ
う
に
働
き
か
け
を
し

て
、
力
を
増
し
て
い
く
、
使
用
者

と
対
等
に
渡
り
合
っ
て
条
件
を
獲

対
策
を
知
っ
て
、改
善
へ
つ
な
げ
る

対
策
を
知
っ
て
、改
善
へ
つ
な
げ
る

対
策
を
知
っ
て
、改
善
へ
つ
な
げ
る

中
堅

対
話
で
つ
な
ぐ
組
織
強
化

対
話
で
つ
な
ぐ
組
織
強
化

対
話
で
つ
な
ぐ
組
織
強
化

中
堅

学
び
い
っ
ぱ
い
模
擬
団
交

学
び
い
っ
ぱ
い
模
擬
団
交

学
び
い
っ
ぱ
い
模
擬
団
交

初
心
者

ル
ー
ル
に
つ
い
て
考
え
る

ル
ー
ル
に
つ
い
て
考
え
る

ル
ー
ル
に
つ
い
て
考
え
る

初
心
者

得
し
て
い
く
し
か
な
い
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

  （
教
宣
部
・
春
原
晶
子
）

い
聞
き
手
に
な
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
自
分
の
心
を
開
き
、
相
手
と

の
共
通
点
を
探
し
、
相
手
に
共
感

で
き
る
こ
と
が
互
い
の
距
離
を
縮

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
聞
く
姿

勢
を
示
す
こ
と
で
相
手
も
気
持
ち

の
内
を
話
し
て
く
れ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

全
厚
労
の
各
県
連
に
は
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
組
織
強
化
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
る
参
加
者
に
と
っ
て
は
、
組

織
拡
大
・
強
化
に
つ
な
が
る
今
後

の
道
筋
が
分
科
会
を
通
し
て
う
っ

す
ら
と
見
え
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
回
の
学
習
を
活
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
研
鑽
を
積
み
上
げ
、

組
合
員
が
共
感
で
き
る
よ
う
な
労

働
組
合
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
役
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。（
教
宣
部
・
吉
滝
和
彦
）

（
１
面
か
ら
続
く
）

が
良
く
な
っ
た
と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。「
評
価
結
果
や
、
年
齢

の
逆
転
現
象
へ
の
職
場
内
の
雰

囲
気
は
ど
う
か
」
と
の
問
い
に

北
海
道
か
ら
、
評
価
結
果
に
つ

い
て
は
、
ぎ
す
ぎ
す
は
し
て
お

ら
ず
、
む
し
ろ
Ｂ
評
価
へ
の
偏

り
の
改
善
を
望
む
声
が
多
い
こ

と
、
年
齢
の
逆
転
は
少
な
い
が
、

逆
転
の
あ
る
部
署
で
も
、
組
合

員
か
ら
要
求
し
た
制
度
と
し
て

北
海
道
で
は
根
付
い
て
い
る
の

で
、
あ
る
程
度
納
得
性
が
高
い

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

会
場
か
ら
は
、「
評
価
制
度
に
つ

い
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

人
達
の
意
見
を
聞
い
て
議
論
す

る
こ
と
が
重
要
、
や
り
方
に
よ

っ
て
は
悪
い
方
向
に
行
く
こ
と

も
あ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
、
せ

っ
か
く
な
ら
良
い
制
度
に
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
等
の
発

言
も
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
難
し
い
課
題
で
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、

導
入
の
有
無
に
か
ぎ
ら
ず
、
全

厚
労
加
盟
組
織
全
体
で
、
学
習
・

議
論
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
皆
様
、
参
加
者
を
送
り

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全厚労平成30年史③（2009～2018年頃）   

※全厚労ニュース等より編集部の独断で抜粋しました

西暦 平成 月

2009 21 1

2009 21 3

2010 22 2

2010 22 3

2011 23 3

2011 23 5
2011 23 6

2011 23 11

2013 25 2

2013 25 7

2013 25 9

2015 27 5

2015 27 9

2016 28 1

2016 28 3

2016 28 10

2016 28 11

2017 29 1

2017 29 11

2018 30 4

出来事
春闘討論集会で、「経営情報の公開・協
議」を全厚労統一要求に決定
石西厚生連が破産、津和野共存病院が民
間法人に譲渡される
ドイツ・オーストリアへの医療視察ツアー
を実施
秋田・「湖東病院を守る住民の会」が設立
集会を開催
東日本大震災、東電・福島第一原発事故で、
双葉厚生病院が機能停止
組織人員（組合員数）が3万人超え
厚労省が「5局長通知」を発出
ドクターズ・ウォーク　医師が50年ぶりに
デモ行進（パレード）
看護協会が「夜勤・交代制勤務に関する
ガイドライン」を完成
労働学校「Ｋ’ｓ　ｓｃｈｏｏｌ」を開催。青
年部中心の学習企画
栃厚労が解散を報告。下都賀総合病院で
は労働組合を継続
ＮＰＴ（核不拡散条約）再検討会議（ニュ
ーヨーク）に青年組合員らが参加
茨城で定期大会。60周年レセプションを
行う
埼玉県厚生連2病院の民間譲渡方針が発
表される。4月・5月に別々の民間法人へ
熊谷、久喜の両地域で、地域医療を考える
「住民の会」が結成される
幹部・看護師集会で、川島みどり先生より
「看護の原点」を学ぶ。「看護・介護　酷
書」運動に取り組み
茨城で大幅な一時金引き下げ提案。24年
ぶりの半日ストライキを実施
厚労省が「労働時間の適正な把握のため
のガイドライン」を発出。サービス残業撲
滅の運動に取り組み
6年ぶりに農水省との交渉を実施
鹿角で常勤の精神科医師2名を確保

新年号はカラーページになりました（写真はモノクロです）

教宣部では病院現場の取材なども行いました

思いを込めて経営者に詰めよる初心者グループ

相手から共感される聞き手に

図①　支持・協力層を活動者として増やすことが重要図②　全てを満たす人材はいないが１つの指標として

全
厚
労・平
成
の
30
年
を
振
り
返
る  

③

　
全
厚
労
平
成
30
年
史
の
３
回
目
は
、
平
成
21（
２
０
０
９
）〜
30（
18
）
年
頃
の
運
動
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
平
成
中
盤
の
頃
よ
り
、
医
師
不
足
・
介
護
人
材
不
足
が
社
会
問

題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
と
も
に
、
80
年
代
後
半
か
ら
の
国
立
病
院
に
対

す
る
攻
撃
が
、
公
立
病
院
や
厚
生
連
な
ど
の
公
的
病
院
に
も
波
及
し
て
き
た
時
代
で
す
。

病
院
統
廃
合
や
厚
生
連
の

　
　
解
散
も
相
次
ぐ
時
代
に

病
院
統
廃
合
や
厚
生
連
の

　
　
解
散
も
相
次
ぐ
時
代
に
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。４
月
号
の
答
え
は
「
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
」で
、

当
選
倍
率
は
３
・
８
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
計
１
０
名
当
選
）
で
し
た
。

連
休
で
観
た
い

映
画
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
？

　

記
憶
が
曖
昧
に
な
っ
て

き
た
の
で
、も
う
一
度
観

た
い
と
思
っ
て
い
た
映
画

「
エ
イ
リ
ア
ン
」シ
リ
ー
ズ

の一
気
観
を
敢
行
。シ
リ

ー
ズ
第
１
〜
４
作
と
、前

日
譚
に
あ
た
る
２
作
品
、

一応「
Ｖ
Ｓ
プ
レ
デ
タ
ー
」

も
観
ま
し
た（
Ｖ
Ｓ
の
続

編
は
未
視
聴
）。
結
果
、

記
憶
し
て
い
た
内
容
よ

り
も
１
０
０
倍
近
く
面

白
く
、数
日
経
っ
て
も
興

奮
が
冷
め
や
り
ま
せ
ん

…

。
大
ヒ
ッ
ト
し
た
第一作
目
が
今
見

て
も
凄
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、そ
の
後
の

続
編
も
監
督
が
違
う
の
に
超
お
も
し

ろ
い
。ど
の
続
編
も
、歴
代
作
品
へ
の

リ
ス
ペ
ク
ト
と
挑
戦
と
愛
が
感
じ
ら
れ

る
、奇
跡
の
よ
う
な
シ
リ
ー
ズ
。映
画

っ
て
面
白
い
な
〜
と
再
確
認
し
た
休
日

で
し
た
。                         （
Ｋ
Ｔ
）

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆４月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　４月号で一番興味があった面は？
１面の春闘・メーデーの記事が13票で最多。４面が11票で次点でした。
質問２　離職防止に特に必要だと思う取り組みは？
「賃金の引き上げ」が17票で最多!!次に７票で「長時間労働・業務過
多の是正」でした。今回、「その他」の意見をいつもより多く頂き
ましたので紹介します。
・部署内での人間関係・信頼関係
・時間外手当の増額、早く帰れる環境
・がんばろうと思える環境づくり、コミュニケーション
・転勤制度の見直し、早い段階での内示や、猶予期間の設定、拠点
病院に戻れる制度など

・育休産休の充実（３年とれるとか）、時短の取得率アップ（とれ
るのにとりたいといえる環境ではない）

質問１　６月号で一番興味があった面は？
Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面

質問２　全厚労ニュースに強化してもらいたい記事は？
Ａ＝全厚労の集会や委員会報告
Ｃ＝各県の運動の様子（団交や集会）
Ｂ＝情勢や労働運動等の知識等の学習
Ｄ＝その他（意見・要望欄へ記入）

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　茨厚労なめがた支部副支部長と茨厚労中
執を兼任する理学療法士の本澤俊昭さんを
紹介します。
　この間、なめがたの病院機能縮小問題で
揺れた茨厚労ですが、当該病院スタッフが
一丸となり、地域医療を守ろうと関連施設
への訪問活動等取り組んでこられたのは、
彼をはじめ支部役員が集団で職場を回り、
最後まで皆の不安の声に寄り添う活動があ
ったからです。縮小により病院での手術は
出来なくなりましたが、逆にリハビリの腕

の見せ所だと前向きです。現在は規模回復に向けた活動をすすめて
います。全国みなさん、応援よろしくお願いします。

　高知県厚生連労働組合から執行委員の村田好
史さん(看護師)を紹介します。
　現在OP室で４年目を迎えて、日々頑張って
います。特殊部門でもあるOP室で彼は、新人
当初から器用になんでもこなしています。
　親しみやすい性格の彼は誰とでも仲良くなれ
ることから多くの人からも慕われています。ま
た、当組合では青年委員としてイベントの企画
などを率先してやってくれています。つい先日
結婚式もあげ、公私共にこれからますます頑張
ってくれるとことを期待しています。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第142回は茨城と高知にお願い
しました。

頑張る仲間

茨城　本澤俊昭さん

高知　村田好史さん

　
団
交
へ
行
こ
う
！
を
興
味
深

く
読
み
ま
し
た
。
普
段
知
る
こ

と
の
な
い
団
交
を
知
る
こ
と
が

で
き
み
ん
な
も
興
味
が
わ
い
た

と
思
い
ま
し
た
。       

（
福
島
）

―
―
賃
金
や
労
働
条
件
を
勝
ち

と
る
事
が
い
か
に
大
変
か
わ

か
り
ま
す
ね
。
み
ん
な
の

組
合
で
す
の
で
、
み
ん
な
で

団
交
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

!!                   （
Ｓ
Ｎ
）

　
茨
厚
労
の
取
り
組
み
よ
り
、

当
時
の
経
緯
が
詳
細
に
分
か
り
、

ス
ト
ラ
イ
キ
や
団
交
等
が
で
き

る
労
働
組
合
の
必
要
性
を
再
確

認
で
き
ま
し
た
。
茨
城
の
み
な

さ
ま
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。 

（
愛
知
）

―
―
今
の
時
代
ス
ト
ラ
イ
キ
を

行
う
事
が
難
し
く
な
って
き

て
い
ま
す
が
、
い
つ
で
も
出

来
る
よ
う
に
準
備
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。（Ｋ

Ｕ
）

　
今
回
の
福
島
の
春
闘
の
ビ
ラ

と
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
所
で
実
施
さ
れ
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。    

（
三
重
）

―
―
春
闘
と
い
え
ば
厳
し
い
イ
メ

ー
ジ
で
す
が
、
癒
し
と
し

て
は
最
高
で
す
ね
。
絵
心

の
な
い
私
に
は
と
て
も
ム
リ

で
す
が
…
。
楽
し
み
に
し
て

い
る
組
合
員
の
た
め
に
も
、

是
非
続
け
て
下
さ
い
！（Ｙ

Ｓ
）

　
元
号
が
変
わ
り
、
新
し
い
時

代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
、
自
分
自
身
も
そ
う
で

す
が
、
日
本
の
社
会
情
勢
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
、
不
安
で

も
あ
り
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

（
富
山
）

―
―
新
元
号
に
変
わ
り
新
し
い

時
代
に
期
待
す
る一方
、
不

安
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
組
合
活
動
を一

生
懸
命
取
り
組
み
令
和
が

労
働
者
に
と
って
良
い
時
代

に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。          （
Ｓ
Ｂ
）

スマホからすべて投稿できます★

クロスワードの投稿もQRコードからできます。
氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオカード）は必須事

項です。投稿数に応じてポイントが貯まります。
今年度からハガキでもポイントが貯まります☆

右のＱＲコードから全厚労ホームページ
を開き、「資料・データ」のページから過
去の全厚労ニュースを見る事が出来ます。
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